歴史地震研究会2016年度　第1回幹事会議事録
日時：2016年9月9日（金）17：00～19：00
場所：地震予知総合研究振興会会議室
出席者：松浦律子（会長）、小松原琢（副会長）、林能成、内田篤貴、岡村健太郎、林豊、（以上、幹事）、北原糸子、諸井孝文（以上、監査役）
1． 入退会者の承認

　2名（新井健司氏、室谷智子氏）から入会、1名（宮脇昌弘氏）から退会届けがあった旨の報告があり承認した。その結果、現在の会員数は307名となった。
2． 2015年度決算および2016年度予算について
　2015年度決算報告について確認した。2016年度予算については、大槌大会関係費の出費が大きくなることが既に見込まれているので、大会運営費を例年の3万円から15万円に増やす。
3． 大槌大会の現状報告と相談事項

　ワークショップへの会からの参加者は1班あたり7名程度の7班にわけた。コーディネーターは岡村のほか、歴史地震研究会から小松原、林豊、林能成の3名、岡村の研究プロジェクトから3名の7名。地元の方は居住地域によって各班にわりあてる。ワークショップの詳細な案内については、コーディネーターあてに当日までにメールで送る。
　巡検資料は完成した。

　講演予稿集は80部印刷して現地に発送済み。座長の依頼も完了している。
4． 総会資料の準備について
　総務幹事作成のものを確認し、了承した。2016年度予算、監査報告書の表を今日の幹事会での指摘を受けて修正したものを内田財務幹事が作成し、総会用に60部印刷して会場に持ち込む。
5． 編集出版委員会関係　
　2017年5月発行分の原稿の受け付けを開始した。
6． 広報委員会関係

　　　ホームページの更新を行い、迅速な情報の提供に努めた。
7． 次回幹事会の日程
2016年11月または12月に第2回幹事会を開催する予定。9月中に日程調整を行う。
